
【取組内容】 ④教師の個別な学びの様子を互いに共有する

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

研究と修養の主体は各教員である。学校の教育目標に沿って、自身の教員とし
ての専門性を主体的に高めることが、よりよい学校での教育活動の充実には欠
かせない。本校では、個人の研究の履歴を追うことができるように希望する教
員の個別のチャットスペースを作成している。また、スペースにはすべての教
職員を招待し、スペースの参加者が研究の様子を参照できるようになっている。
これにより、教員としての専門性を高める主体は教師自身であるという意識が
職員集団内で醸成されていくことにつながると考えている。



【取組内容】 ④業務に必要な情報を一元化していつでもどこからでもアクセスできるようにする

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

一元化された「リンク集」により、教職員が必要な情報や資料に即座にアクセスでき、情報の
流通量が大幅に向上している。特に、URLがスクリーン上で共有されていることで、検索がス
ムーズになったり、時間や場所に縛られずに業務を進められる環境が整備されてきたりしてい
る。これにより、業務効率化と迅速な意思決定が実現されている。

職員間で利用するファイルのURLを集約したシート



【取組内容】 ④「個別最適な学び」と「協働的な学び」を教師が体験する

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

この写真は、研修で教員が個別学習と協
働学習を実践する様子を示している。上
段ではオンラインツールを活用しながら
個別に学習を進め、下では対話を通じて
協働的に教員同士で学びを深めている。
教員自身がこの学びを体験することで、
授業においても個別学習と協働学習の場
面を効果的に組み込むようになり、生徒
の多様な学びを支援する実践が生まれや
すくなると考えている。

研修中に教員が個別に学習を進める様子

研修中に教員が協働的に学習を進める様子



【取組内容】 ②情報活用能力を育成するための教育課程を作成し、運用する

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-４

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

「情報の時間」の教育課程の一部

生徒と学習の流れを共有したLMSの一部
動画を作成する生徒の活動場面

①情報活用能力を育成する教育課程の作成過程
各教科に散らばっていた情報活用能力の育成場面を
や教科や学級の担当が学習がスムーズにいくよう教
育課程にはないもの便宜上実施していた情報活用能
力の育成場面ことなどを集めて整理した。

②情報活用能力を育成する教育課程の特徴
教育課程の目的を具現化するために、生徒が活動を
重ねることで情報活用能力という資質・能力が育っ
ている。領域の名前は「情報の時間」とし全学年ご
とに週1時間、年間35時間の教育課程を編成した。

③情報活用能力を育成する教育課程運用の成果
情報活用能力は汎用的な資質・能力であるため、各
授業の学習成果も充実してきている。

④情報活用能力を育成する教育課程を運用する前提
一人に一台の端末があるクラウド環境を前提として
教育課程をつくっている。また、各教科の授業で生
徒による問題解決の場面があることも前提としてい
る。

⑤今後の課題
カリキュラム内に無駄や無理がないかの精査。生成
AI活用の指導について改善を継続する。



【取組内容】 ②繰り返し、練習することで問題解決に必要なグラフの作成などの操作に習熟する

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-５

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

データを扱う単元でスムーズにヒストグラムなどのグラフを作成できるように、練習時間を設
けている。このように練習をすることにより、生徒はグラフ作成の手順を理解し、より正確か
つ迅速に数字だけで示された情報を必要に応じて可視化できるようになった。その結果、理科
や数学の授業でもデータ分析をスムーズに行うことが可能となり、授業の進行がより効率的に
なった。これは本校の教育課程「情報の時間」での実践である。

ヒストグラムをつくる練習のためのシートと生徒の活動の様子（右上）



【取組内容】 ①一人一人の議論の様子をクラウド上で把握して、次の単元の構成や指導、見取りに生かす

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-６

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

１年国語 物語単元での学習の様子

クラウド上に様々な情報を残すことができるようになった。教員は議論を通して生徒がどのよ
うな気づきを得ているか確認する。その上で授業内で必要があれば、支援に回る。また、次の
単元を構成する際にどのような資質・能力を育成するとよいのか考える際の参考にする。

ｖ



【取組内容】 ①チームで目標や学習方法を考え、自分の成長を振り返る

春日井市立高森台中学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-７

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

中学１年体育
「バスケットボール」の授業
の学びの様子である。チーム
で単元の進め方や各時の目標
を考えて練習やゲームにのぞ
む構成になっている。一方で、
一人一人にゴール型ゲームに
のぞむ際の「空間」について
の見方・考え方を担当教員が
示すことで、一人一人がどの
ようなことができるように
なったかを自覚することがで
きるようにもしている。チー
ムの成長と個の成長を行った
り来たりしながら振り返りを
記入する生徒の様子を確認す
ることができる。教員は生徒
の記述から次なる手立ての工
夫を考え、実践に反映させる
ようにしている。

個々の学びを振り返るシート

チームの学び方を表現するシート


